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新
業
態
店
舗
と
し
て
岩
手
県
一
関
市
に
開
店
し
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
い
わ
て
平
泉
」の
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
㊤
と
兵
庫
県
朝
来
市
に
開
店
し
多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う「
Ｊ
Ａ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ・た
じ
ま
ん
ま
和
田
山
」（
5
面
）

カラーバリエーション豊富で統一感あるデザ
インの青果物出荷箱（8面）

夏の甲子園大会で準優勝した金足農高の渡
辺勉校長㊧に「繁殖用雌牛（全農賞）」と「山
形牛の肉100㌔（全農会長賞）」を贈った全
農の山﨑周二専務（4面）

レンゴー㈱提供

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
の
出
荷
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

　
　

   

世
界
的
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
賞
で
銀
賞

生活クラブと米国でＮＯＮ－ＧＭＯ
トウモロコシ視察（畜産生産部）

畜産生産部研究所をＪＡ全青協が
視察（畜産生産部）

米新品種「雪若丸」 
ＪＡＬ国際線ラウンジで提供（山形県本部）

平成３０年度ＪＡグループ残留農薬分析
研究会を開催（営農・技術センター）

金足農高に繁殖雌牛 1頭と山形牛の肉
100 ㌔贈呈（広報部）

卓球少年・少女を「宮城県産米」で応援
（広報部）

8面

5
面

全農海外輸出拠点紹介
（全農インターナショナル香港㈱）

県本部だより（秋田県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　タウンショップみやぎ（全農みやぎ）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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生産者と消費者の懸け橋へ
岩手と兵庫に「JAファーマーズ」出店



News!

News!

米国のNON-GMOトウモロコシを視察

ＪＡ全青協が畜産生産部研究所を視察

持続的供給へ生活クラブと一緒に種子会社や農家訪問

畜産生産部の研究・開発業務への理解を深める

畜産生産部

畜産生産部

　
畜
産
生
産
部
は
、Ｎ
Ｏ
Ｎ
─

Ｇ
Ｍ
Ｏ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
米
国
か
ら
の

安
定
確
保
を
求
め
る
生
活
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
、米
国
産
地
の
視
察
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
畜
産
生
産
部
は
11
月
1
日
、全
国
農
協
青
年
組
織
協
議
会（
Ｊ
Ａ
全

青
協
）の
役
員
を
対
象
に
、飼
料
畜
産
中
央
研
究
所（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

と
笠
間
乳
肉
牛
研
究
室（
同
県
笠
間
市
）、家
畜
衛
生
研
究
所（
千
葉
県

佐
倉
市
）の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
産
地
視
察
は
10
月
18
日
か
ら

28
日
ま
で
行
い
、
生
活
ク
ラ
ブ

関
係
者
と
全
農
職
員
の
合
計
18

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

米
国
産
地
で
は
Ｎ
Ｏ
Ｎ
─

Ｇ

Ｍ
Ｏ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
子
を

生
産
す
る
種
子
会
社
や
、
Ｎ
Ｏ

Ｎ
─

Ｇ
Ｍ
Ｏ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

生
産
す
る
農
家
、
集
荷
・
管
理

を
行
う
全
農
子
会
社
の
Ｃ
Ｇ
Ｂ

　
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
で
は
、

広
大
な
敷
地
で
鶏
・
豚
・
牛
を

飼
育
し
な
が
ら
、
ゲ
ノ
ム
技
術

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
新
し
い
技

術
・
商
品
の
研
究
開
発
、
笠
間

乳
肉
牛
研
究
室
で
の
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ

ラ
を
活
用
し
た
、
酪
農
現
場
の

省
力
化
を
実
現
す
る
次
世
代
型

酪
農
モ
デ
ル
の
研
究
に
つ
い
て

社
施
設
を
訪
問
し
、
産
地
情
勢

や
流
通
実
態
を
学
び
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｇ
Ｂ
社
本
社
で
は
、
生
活

ク
ラ
ブ
か
ら
Ｃ
Ｇ
Ｂ
社
に
対
し
、

現
行
の
Ｎ
Ｏ
Ｎ
─

Ｇ
Ｍ
Ｏ
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
長
期
種
子
供
給
協

定（
２
０
２
０
年
ま
で
の
5
年

契
約
）を
、２
０
２
１
年
か
ら
さ

ら
に
5
年
間
延
長
す
る
要
請
が

行
わ
れ
、
ケ
ビ
ン
・
ア
ダ
ム
ス

社
長
は
こ
れ
を
快
諾
し
ま
し
た
。

　
畜
産
生
産
部
は
今
後
も
米
国

子
会
社
と
連
携
し
、Ｎ
Ｏ
Ｎ
─

Ｇ

Ｍ
Ｏ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
持
続
的

な
生
産
と
供
給
に
努
め
ま
す
。

紹
介
し
ま
し
た
。

　
家
畜
衛
生
研
究
所
で
は
、
今

春
稼
働
し
た
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
検

査
棟
を
視
察
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
や

最
新
機
器
に
よ
る
迅
速
な
検
査

と
、
検
査
結
果
を
踏
ま
え
た
農

家
へ
の
予
防
衛
生
の
指
導
体
制

（
家
畜
衛
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
）

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

両
研
究
所
の
視
察
を
通
じ
、

畜
産
農
家
の
生
産
性
向
上
と
省

力
化
に
つ
な
が
る
研
究
・
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生活クラブ理事と役員、ＣＧＢのケビン社長㊥、全農営業開発部の
住田課長（右端）

ＮＯＮ－ＧＭＯトウモロコシを生産する農家を訪問

家畜衛生研究所を視察したＪＡ全青協の役員ら
（新クリニック検査棟の前で）

笠
間
乳
肉
牛
研
究
室
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

カ
メ
ラ
を
用
い
た
研
究
の
説
明
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News!

他機関交えた研究会で残留農薬分析のレベルアップ図る
「平成３０年度ＪＡグループ残留農薬分析研究会」を開催 営農・技術センター

　
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
は
10
月
18
、19
日
、「
平
成
30
年
度
J
A
グ

ル
ー
プ
残
留
農
薬
分
析
研
究
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

研
究
会
は
残
留
農
薬
分
析

に
関
す
る
知
識
・
技
術
向
上

と
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て

2
0
0
1
年
か
ら
開
催
し
、
今

年
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。今
回

は
J
A
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
31

団
体
か
ら
49
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
研
究
会
で
は
、
ま
ず
専
門
家

に
よ
る
講
演
会
で
、「
膜
ろ
過
を

用
い
た
残
留
農
薬
の
簡
易
、
迅

速
精
製
法
の
開
発 

〜
膜
ろ
過
精

製
法
に
つ
い
て
〜
」（
三
浦
工
業

㈱
・
岡
本
講
師
）、「
キ
ユ
ー
ピ
ー

グ
ル
ー
プ
の
安
全
・
安
心
の
取

り
組
み
」（
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱
・
工

藤
講
師
）、「
ほ
う
れ
ん
そ
う
を

用
い
た
外
部
技
能
試
験（
概
要

と
講
評
）」（
日
本
食
品
分
析
セ

ン
タ
ー
・
中
村
講
師
）に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
は
新

し
い
試
み
と
し
て
、「
残
留
農
薬

分
析
操
作
を
見
直
す
」こ
と
を
目

的
に
、
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー

残
留
農
薬
検
査
室
の
分
析
操
作

風
景
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
操

作
の
ポ
イ
ン
ト
を
協
議
す
る
形

式
で
行
い
ま
し
た
。
各
参
加
機

関
と
の
操
作
方
法
の
違
い
、
考

え
方
の
違
い
な
ど
を
確
認
で
き
、

有
意
義
な
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
農
で
は
、
今
後
も
同
研
究

会
を
開
催
し
、J
A
グ
ル
ー
プ

の
残
留
農
薬
分
析
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
と
相
互
理
解
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー
残
留
農
薬
検
査
室

の
分
析
操
作
風
景
を
見
な
が
ら
意
見
交

換
す
る
出
席
者

News!

米新品種「雪若丸」 ＪＡＬ国際線ラウンジで提供始まる
山形県アンテナショップで記念イベント 山形県本部

　
日
本
航
空
株
式
会
社（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）の
国
際
線
ラ
ウ
ン
ジ
で
11
月
1
日
、

今
秋
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
た
山
形
県
産
米
新
品
種「
雪
若
丸
」の
提
供
が
始

ま
り
ま
し
た
。山
形
県
本
部
が
納
入
し
、東
京
国
際
空
港（
羽
田
）と
成

田
国
際
空
港
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
ラ
ウ
ン
ジ
と
サ
ク

ラ
ラ
ウ
ン
ジ
の
食
事
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
、
こ
れ
ま
で
同

じ
山
形
県
産
米
の「
は
え
ぬ
き
」

を
使
用
。「
雪
若
丸
」の
し
っ
か

り
し
た
粒
感
と
粘
り
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
特
性
に
高
評
価
を

い
た
だ
き
、
今
回
の
採
用
に
至

り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

山
形
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
お
い
し
い
山

形
プ
ラ
ザ
」で
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
出
席

し
た
後
藤
和
雄
山
形
県
本
部
長（
前
列

右
）、竹
田
亨
Ｊ
Ａ
L
経
営
企
画
本
部
地

域
活
性
化
推
進
部
長（
前
列
左
）ら

Ｊ
Ａ
L
国
際
線
ラ
ウ
ン
ジ
で
提
供
さ

れ
る「
雪
若
丸
」使
用
の「
ラ
ウ
ン
ジ

カ
レ
ー
」㊨
と
和
食

交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）で
人
気

を
集
め
て
い
る「
Ｊ
Ａ
Ｌ
特
製

オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
」と

も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
初
日
の
11
月
1
日
に
は
、
東

京
都
中
央
区
銀
座
に
あ
る
山
形

県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
お
い

し
い
山
形
プ
ラ
ザ
」で
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
来
店
し
た
先
着

5
5
5
人
に「
雪
若
丸
」１
合

シ
ー
ト
2
個
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

試
食
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
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News!

全国の農業者に勇気と感動を与えてくれた
金足農高に繁殖雌牛1頭（全農賞）と山形牛の肉100㌔（全農会長賞）贈呈 広報部

　
全
農
は
11
月
14
日
、秋
田
県
立
金
足
農
業
高
校（
秋
田
市
）を
訪
れ
、

第
1
0
0
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
で
の
準
優
勝
の
活

躍
に
対
し
感
謝
と
応
援
の
思
い
を
込
め
、同
校
の
渡
辺
勉
校
長
に
全
農

賞
と
し
て「
繁
殖
用
雌
牛（
名
号
：
ふ
ゆ
こ
）」を
、全
農
会
長
賞
と
し
て

「
山
形
牛
の
肉
1
0
0
㌔
」を
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
は
、
同
校
が
今
年
の
夏

の
甲
子
園
で
の
活
躍
に
よ
り
、

全
国
の
農
業
高
校
関
係
者
、
農

業
関
係
者
に
勇
気
と
感
動
を
も

た
ら
し
た
功
績
を
た
た
え
た
も

の
で
す
。

　
山
﨑
周
二
専
務
は「
夏
の
甲

子
園
で
の
金
足
農
業
高
校
の
試

合
に
は
感
動
し
た
。今
回
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
繁
殖
用
雌
牛
を
し
っ

か
り
と
育
て
て
た
く
さ
ん
の
良

い
牛
を
生
産
し
て
ほ
し
い
」と
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

渡
辺
校
長
は「
地
元
J
A
や

全
農
か
ら
の
応
援
や
支
援
が
、

生
徒
の
活
躍
に
つ
な
が
っ
た
。

い
た
だ
い
た
山
形
牛
の
肉
は
11

月
24
日
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

で
関
係
者
に
振
る
舞
い
た
い
」と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、J
A
全
農
北
日

本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
か
ら
も
繁

殖
用
雌
牛
の
た
め
の
飼
料
1
年

分
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

金足農高の渡辺校長㊧に「繁殖用雌牛（全農賞）」と「山形
牛の肉100㌔（全農会長賞）」を贈った山﨑専務

金足農業高校に贈られた繁殖用雌牛
（ふゆこ号）

News!

次世代を担う子どもたちを「宮城県産米」で応援
平成 30 年度全日本卓球選手権大会（カデットの部）上位入賞者に贈呈 広報部

　
中
学
生
以
下
の
卓
球
大
会
、平
成
30
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）の
全
国
大
会
が
11
月
2
〜
4
日
、仙
台
市
で
開
か
れ
、

全
農
が
特
別
協
賛
し
、上
位
入
賞
者
に「
宮
城
県
産
米
」を
贈
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
約
8
5
0
人
が
出
場
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。開
会
式

で
全
農
の
山
﨑
周
二
専
務
は「
練

習
に
耐
え
る
体
力
も
、体
の
成
長

も
、日
々
の
食
事
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
し
っ
か
り
ご
飯
を
食
べ

て
、海
外
で
も
活
躍
で
き
る
立
派

な
選
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
全
農
は
、
入
賞
選
手
へ
宮
城

県
産
米「
ひ
と
め
ぼ
れ
」を
合
計

1
4
4
0
㌔
と
、
今
年
度
本
格

デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
も
っ
ち
り
と

し
た
食
感
が
特
徴
の「
だ
て
正

夢
」の
パ
ッ
ク
ご
飯
を
1
人
1

ケ
ー
ス
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
の
全
農
ブ
ー

ス
で
は
、
宮
城
県
産
米
の
P
R

と
し
て「
ひ
と
め
ぼ
れ
」の
塩
む

す
び
や
パ
ッ
ク
ご
飯
を
来
場
者

に
配
布
し
た
ほ
か
、「
石
川
佳
純

カ
レ
ー
」の
販
売
を
実
施
。大
行

列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り

で
し
た
。

　
全
農
は
こ
れ
か
ら
も
、
ニ
ッ

ポ
ン
の
食
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
夢
や
成
長
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

入
賞
者
へ
宮
城
県
産
米
を
贈
呈

塩むすびの配布や「石川佳純カレー」を販
売した全農ブース
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JAファーマーズ出店
（新業態店舗）

生産者と消費者の懸け橋へ

▲開店直後、駐車場
　は満車の状態に

▲お客さまでにぎわう
　農産物直売所
　「たじまんま」

▲新業態店舗の開店
　を祝いテープカット
　する関係者

▲初日から多くの来店
　客でにぎわう店内

　株式会社エーコープ近畿と株式会社Ａコープ東北はそれぞれ、兵庫県と岩手県に大型農産物直売所
とスーパーマーケットの一体型店舗を出店しました。　　　　　　　　　　　　　　  【生活リテール部】

㈱エーコープ近畿

　㈱エーコープ近畿は10月25日、兵庫県朝来市に「ＪＡ
ファーマーズ・たじまんま和田山」を出店しました。初日か
ら３０００人を超える来店客でにぎわいました。同店は、
ファーマーズ型の店舗（新業態店舗）として出店し、同
社では２店舗目、兵庫県では初出店となります。
　地元JAたじまの2号店となる農産物直売所「たじま
んま」のほか、「但馬牛」やＡコープの産直ブランド肉を
メインに展開、お肉の総菜「ミートデリカ」を導入し、日本
海の魚を中心に対面販売も行うなど、生産者と消費者
の懸け橋となる店舗運営に努めてまいります。
　初日は多数のお客さまが待ち受けるなか、来賓の尾
﨑市朗ＪＡたじま組合長ほか関係者によるテープカットを
行い華 し々く開店し、初日の売り上げは９００万円を超え
ました。

　㈱Ａコープ東北は11月１日、岩手県一関市に「ＪＡ
ファーマーズいわて平泉」を出店しました。初日から３００
０人を超える来店客でにぎわいました。新業態店舗とし
ては、同社では初出店、全国で20店舗目となります。
　地元ＪＡ管内や県内からの産直品と、「いわて南牛」を
はじめとした県産・東北産のお肉の品ぞろえなど、和田
山店と同様にＪＡグループの商品調達力を活かした地
域一番の国産農畜産物品ぞろえの店舗を目指します。
　初日は多数のお客さまが待ち受けるなか、来賓の佐
藤鉱一ＪＡいわて平泉組合長ほか関係者によるテープ
カットを行い、華 し々く開店し、初日の売り上げは７５０万
円を超えました。
　ＪＡ全農グループは、「国産農畜産物の販売力強化」
の実現に向け、農産物直売所一体型の「JAファーマー
ズ」の出店を今後も進めていきます。

「ＪＡファーマーズ・たじまんま和田山」
兵庫県朝来市に

㈱Ａコープ東北

「ＪＡファーマーズいわて平泉」
岩手県一関市に

JA FARMERS
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左
か
ら
駐
在
員
の
金
築
道
弘
総
経
理
、エ
リ
ザ
ベ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん（
営
業
担
当
）、シ
ビ
ッ
ク
・

チ
ャ
ン
さ
ん（
委
託
営
業
担
当
）

輸出拡大に向け取引先と商談

全農

全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
株
式
会
社

日
本
通
の
市
場へ
安
全
・
安
心
加
え
売
り
込
み

農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香

港
株
式
会
社（
全
農
國
際

香
港
有
限
公
司
）は
、
2
0
1
8

年
４
月
に
中
華
人
民
共
和
国
香
港

特
別
行
政
区
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
駐
在
員
1
人
、
営
業

担
当
1
人
、
委
託
営
業
担
当
1

人
で
香
港
・
マ
カ
オ
地
区
を
営
業

エ
リ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

港
は
人
口
7
4
1
万
人
、

東
京
都
の
半
分
ほ
ど
の
広
さ

で
す
が
、
中
国
本
土
を
は
じ
め
と

し
て
年
間
5
8
0
0
万
人
が
観

光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
訪
れ
る
こ
と
か

ら
、
人
口
以
上
の
購
買
力
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
９
月

に
は
広
州
と
香
港
を
45
分
で
つ
な

ぐ
新
幹
線
も
開
業
し
、
10
月
に

は
マ
カ
オ
を
結
ぶ
世
界
最
大
の
橋

も
開
通
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
、

一
層
の
人
の
往
来
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。の

よ
う
な
中
、
香
港
は
こ

こ
数
年
ず
っ
と
日
本
ブ
ー
ム

が
続
い
て
お
り
、
日
本
食
も
広

く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
市
内
を

歩
け
ば
日
本
の
有
名
ラ
ー
メ
ン
店

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の

品
ぞ
ろ
え
は
80
％
が
日
本
商
品

と
な
って
い
ま
す
。

の
よ
う
な〝
成
熟
市
場
〞に

進
出
し
た
わ
が
社
で
す
が
、

各
Ｊ
Ａ
産
地
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

青
果
物
、コ
メ
な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

〝
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
〞が
一
定
程
度
普

及
し
て
お
り
、
バ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ

ま
と
早
速
、
い
ろ
い
ろ
な
商
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
香
港
か
ら
年

間
2
2
3
万
人
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

影
響
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
バ
イ

ヤ
ー
の
方
も
日
本
全
国
各
地
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
よ
く
ご
存
じ
で
、

地
域
限
定
の
よ
う
な
少
々
マニ
ア
ッ

ク
な
商
品
を
相
談
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

ら
に
、
最
近
の
香
港
市
場

で
は
日
本
産
の
高
品
質
は
当

た
り
前
で
、
日
本
の
安
全
性
と
い

全

香

そ

う
観
点
で
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
や

生
産
履
歴
管
理
に
関
す
る
質
問

を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

成
熟
市
場
な
ら
で
は
の
品
質
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
差
別
化
を
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
日
本
と
同
様
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
お

客
さ
ま
と
Ｊ
Ａ
商
品
の
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
お
手
伝

い
す
る
こ
と
に
よ
って
、
日
本
の
生

産
者
と〝
香
港
の
〞消
費
者
を
安

心
で
結
ぶ
懸
け
橋
に
な
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こさ

私

全農インターナショナル香港㈱が入るHopewell Centreビル

最 終 回
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県
本
部

だ
よ
り

秋田県本部

京
浜
急
行
電
鉄
と
秋
田
県
本
部
の
共
同
企
画
次
々
と

　
秋
田
県
本
部
は
平
成
21
年
か

ら
、
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

と
の
共
同
企
画
と
し
て「
京
急

あ
き
た
フ
ェ
ア
」を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

秋
田
県
が
、
首
都
圏
で
の
県
産

品
の
認
知
度
ア
ッ

プ
の
た
め
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
あ

き
た
美
彩
館
」を
京

急
グ
ル
ー
プ
の
施

設「
ウ
ィ
ン
グ
高

輪
W
E
S
T
」に
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
出
店
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
京
急
グ
ル
ー
プ
社
員
が
お
米

の
生
産
過
程
を
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
で
食
物
の
大
切
さ
や
自

然
環
境
へ
の
配
慮
の
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
、
販
売
活
動

に
生
か
す「
あ
き
た
e
c
o
ら

い
す
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
こ

の
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。環

境
に
や
さ
し
い
お
米「
あ
き
た

e
c
o
ら
い
す
」の
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
を
行
い
、
京
急
グ
ル
ー

プ
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

で
京
急
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
米
袋
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
お

客
さ
ま
か
ら
、
と
が
ず
に
炊
け

る
無
洗
米
の
販
売
を
ご
要
望
い

た
だ
き
、今
年
か
ら
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
、フ
ェ
ア
10
周
年
に
加
え

「
京
浜
急
行
電
鉄
創
立
1
2
0

周
年
」を
同
時
に
迎
え
る
こ
と

を
記
念
し
、
平
成
29
年
に「
京

急
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本
酒
を
つ
く

ろ
う
! ! 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発

足
し
ま
し
た
。
湯
沢
市
酒
米
研

究
会
・
秋
田
銘
醸
株
式
会
社
・

J
A
こ
ま
ち
の
協
力
で
、
京
急

グ
ル
ー
プ
社
員
が
酒
米
の
田
植

え
か
ら
酒
造
り
ま
で
取
り
組
み
、

完
成
し
た
純
米
吟
醸
酒「
京け
い
し
ゅ
う秋

の
恵
」は
数
量
限
定
2
0
0
0
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県
本
部
だ
よ
り

本
で
発
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
県
産
う
る
ち
米

の
生
地
に
男
鹿
産
の
甘
エ
ビ
を

練
り
込
ん
だ
揚
げ
煎せ
ん
べ
い餅「

淡
雪

ふ
わ
り
」も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
発
売
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
首
都
圏
在
住
の
女

性
を
対
象
に「
あ
き
た
の
お
米
と

食
・
日
本
酒
を
楽
し
む
日
本
酒

女
子
会
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、秋
田
の
魅
力
を

首
都
圏
で
P
R
し
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
本
部
は
、今
後
も
京
急

グ
ル
ー
プ
・
県
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
フ
ェ
ア
の
充
実
を
進
め
、

首
都
圏
に
お
け
る
秋
田
県
産
農

畜
産
物
の
認
知
度
向
上
と
フ
ァ

ン
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

京急百貨店での「あきたecoらいす」販売促進

京浜急行電鉄と共同開発した新商品

京急グループ社員が応援プロジェクトで稲刈り

食
の
大
切
さ
や
環
境
配
慮
の

必
要
性
を
学
び
消
費
者
へ
伝
え
る

「
京
」急
と「
秋
」田
の

絆
で
皆
さ
ま
に「
恵
」を
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※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、12/7（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、送料が必要となります。

　米どころ宮城の新品種「だて正夢」。もっちりとした食感と
甘みの強さが特徴のお米で、かむほどに甘みが溢れ出し、お
米本来の味わいが堪能できます。
　仙台藩主・伊達政宗公を彷彿とさせる名前により“宮城ら
しさ”を表現するとともに、宮城の復興と、このお米で“食卓の
天下をとる”という願いが込められています。
　炊きたてはもちろん、冷めても味や香りの評価も高いお米
ですので、じっくり、ゆったりと贅沢な時間を演出するプレミ
アムなお米です。ぜひ、この機会にご賞味ください。

タウンショップみやぎ（全農みやぎ）

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

休刊のお知らせ
12月３日号は休刊いたします。
次号は12月１０日号です。

【
新
米
】だ
て
正
夢 

５
㌔
精
米 

平
成
30
年
産

…
…
3
1
6
0
円

JAタウンは
こちらから

　ＪＡグループ茨城の青果物出荷
箱の統一デザインは、「笑顔になれ
る農業」をコンセプトに、従来の５本
ラインのグラデーションのデザイン
から、「いいもの いっぱい いばらき」
と大きく表示したデザインへと、大
幅にリニューアルしました。消費者

のおいしい笑顔と、そしてそれが生
産者の笑顔につながって、共に笑
顔になれるようにとの願いが込めら
れています。
　茨城の青果物は、首都圏を中
心に全国各地に出荷しているほ
か、海外への販売にも力を入れて

おり、茨城が主力産地となってい
るメロン・サツマイモ・梨などが輸
出されています。輸出品目や仕向
け先を増やしていくなか、今回の
デザインが受賞したことで、海外
でも認知される良い機会となりま
した。

　「ペントアワード」は、パッケージデザインに特化した世界で最も権
威あるコンペティションといわれています。ＪＡグループ茨城が昨年春
から採用した、青果物出荷箱用のデザインが、見事食品部門で銀賞
を受賞しました。今回、このデザインを制作したレンゴー㈱が出品し、9
月6日にはニューヨークで授賞式も行われました。　　  【茨城県本部】

ＪＡグループ茨城の青果物出荷箱統一意匠デザイン

「いいもの いっぱい 
いばらき」のロゴ

カラーバリエーション豊富で統一感あるデザインの青果物出荷箱

 世界的デザインコンペ
「ペントアワード2018」で銀賞

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

ほうふつ

ぜいたく

あふ

（レンゴー㈱提供）

訂正　11月19日5面「ＪＡズー
ムイン」の記事と写真説明で、
「全農ミートフーズ㈱」とあるのは
「ＪＡ全農ミートフーズ㈱」でした。
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新
業
態
店
舗
と
し
て
岩
手
県
一
関
市
に
開
店
し
た「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
い
わ
て
平
泉
」の
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
㊤
と
兵
庫
県
朝
来
市
に
開
店
し
多
く
の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う「
Ｊ
Ａ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ・た
じ
ま
ん
ま
和
田
山
」（
5
面
）

カラーバリエーション豊富で統一感あるデザ
インの青果物出荷箱（8面）

夏の甲子園大会で準優勝した金足農高の渡
辺勉校長㊧に「繁殖用雌牛（全農賞）」と「山
形牛の肉100㌔（全農会長賞）」を贈った全
農の山﨑周二専務（4面）

レンゴー㈱提供

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
の
出
荷
段
ボ
ー
ル
が
銀
賞

生活クラブと米国でＮＯＮ－ＧＭＯ
トウモロコシ視察（畜産生産部）

畜産生産部研究所をＪＡ全青協が
視察（畜産生産部）

米新品種「雪若丸」 
ＪＡＬ国際線ラウンジで提供（山形県本部）

平成３０年度ＪＡグループ残留農薬分析
研究会を開催（営農・技術センター）

金足農高に繁殖雌牛 1頭と山形牛の肉
100 ㌔贈呈（広報部）

卓球少年・少女を「宮城県産米」で応援
（広報部）

8面

5
面

全農海外輸出拠点紹介
（全農インターナショナル香港㈱）

県本部だより（秋田県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　タウンショップみやぎ（全農みやぎ）

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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3

生産者と消費者の懸け橋へ
岩手と兵庫に「JAファーマーズ」出店

8




